
美浜区における防災関係の
状況について

１ 美浜区の現状

２ 東日本大震災３．１１の被害状況

３ 災害への対策



１（１）美浜区の人口推移



１（１）美浜区の人口推移



１（１）美浜区の高齢化の状況



１（２）美浜区の地形

・美浜区全域が埋立て地域
・海抜は、平均すると約３．５m



１（３）美浜区のＪＲ主要駅・集客施設

海浜幕張駅(約5万4千人) 検見川浜駅(約1万5千人)
稲毛海岸駅(約2万1千人) 【参考】ＪＲ千葉駅(約10万5千人)

幕張メッセｲﾍﾞﾝﾄホール(最大9千人)
ＱＶＣマリンフィールド(約3万人)

災害発生により運行停止

多数の帰宅困難者が発生



２（１）東日本大震災における
被害状況

• 人的被害 死亡０人

• 住宅被害 液状化現状により住宅が傾く

などの被害が発生

（り災証明書の発行件数 約1万4千件）



２（１）り災証明書の発行件数

一次調査（6月30日現在）

項目 件数

住家

全壊 １７

大規模半壊 ２５４

半壊 ３５７

一部破損 １３，３５８

その他（塀・駐車場） １５７

非住家 事業所（幼稚園・工場等） ７９

合 計 １４，２２２



２（１）東日本大震災における
被害状況

・道路補修箇所

美浜区の認定道路約210ｋｍ(614路線)のうち、

約44ｋｍ(308路線)に被害が発生

• 主に液状化現象による土砂流出及び道路施
設の破損

位置図、被災状況図 参照



２（２）美浜区の道路施設の
被災状況図



２（２）ＪＲ海浜幕張駅周辺



２（２）海浜幕張地区



２（２）磯辺７丁目・８丁目①



２（２）磯辺７丁目・８丁目②



２（２）磯辺７丁目・８丁目③



２（２）新港地区



２（２）新港横戸町線



２（３）東日本大震災の際の
地域での主な活動

・液状化に伴う土砂の除去

・断水への対応

・計画停電の情報収集

・高齢者世帯を中心に安否確認

・余震に不安を感じる方への対応

※平成23年5月実施の自治会アンケート結果による



３（１）美浜区内の非常用井戸
（１３か所）



３（１）非常用井戸



３（１）美浜区内の津波避難ビル
（３１ヵ所）



３（１）美浜区内の避難所（５４ヵ所）



３（１）美浜区の備蓄状況

・主なもの

食糧（アルファ米等）４６，０００食分

毛布 ３，３００枚

美浜区内の非常用井戸を設置している

１３か所の避難所等で保管



３（１）防潮施設と想定津波高



３（２）地域における今後の新たな
取り組みや強化すべき点

・避難訓練、防災マニュアルの見直し

・防災組織の強化、連携

・非常食や水等の備蓄物品の充実

※平成23年5月実施の自治会アンケート結果による



３（２）自主防災組織

自主防災組織とは、「自分たちのまちは自分
たちで守る」という地域の皆さんの意識と連
帯感に基づいて結成される組織

・結成率81.5%

・組織数170（平成24年3月31日現在)



３（２）災害時要援護者支援対策

• 災害時要援護者とは、災害発生時に、自分
の力だけでは安全な場所に避難するなどの
行動が取れず、支援を必要とする方

• 要援護者を把握し、緊急連絡先等を記載した
「支えあいカード」を作成

• 平成22年度に美浜区では2地区においてモ
デル事業を実施



３（２）支えあいカード



３（２）避難所運営委員会

• 地域の町内自治会、自主防災会等が一体となった
「避難所運営委員会」を設置し、主体として避難所
の開設・運営をおこなう体制と整える

• 平成24年4月から「避難所運営委員会」設立に向け、
各地区で説明会を開催

避難者代表物資班食糧班救護班施設班総務班

市担当職員
施設管理者

市・区災害
対策本部

副委員長委員長

例



３（２）海抜表示

２０cm

３０cm

• 平成24年5月28日付 国土交通省が、海抜表
示シート設置方針（案）を作成

設置位置は、地盤から1.5mの高さ

寸法はタテを30cm 色は青



３（２）非常用井戸の拡充

区内１３か所の非常用井戸

区内で非常用井戸が無い地域もある

民間企業の専用水道施設に協力を
求めていくことが必要



３（２）帰宅困難者対策

• 東日本大震災の教訓を踏まえ、京葉線
の各駅と協力して、帰宅困難者対策に
取り組むことが必要と考えている。


